
「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 必 答

第４問 必 答

第５問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第６問

第７問

― ３９ ― （２７０４―３９）



第１問 （必答問題）（配点 １５）

nを�以上の自然数とする。

 xnを x－�や�x－�で割ったときの余りについて考えよう。

� xnを x－�で割ったときの商を Q（x），余りを kとおく。xnを Q（x）と kを

用いて表すと

xn＝ ア ………………………… 

となる。の両辺の xに�を代入すると，k＝ イ であることがわかる。

� �と同様に考えると，xnを�x－�で割ったときの余りは， ウ であ

ることがわかる。
（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（３９ページ参照。）旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４０ ― （２７０４―４０）



ア の解答群

� kQ（x）＋ x－� � kQ（x）－（x－�）

� k（x－�）＋ Q（x） � k（x－�）－ Q（x）

� （x－�）Q（x）＋ k � （x－�）Q（x）－ k

イ ， ウ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 	 � 
 � � � －


� －� � ２n � （－
）n � －２n

 

２n � － 
２n

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４１ ― （２７０４―４１）



 次に，xnを（x－�）２や（�x－�）２で割ったときの余りについて考えよう。

� xnを（x－�）２で割ったときの余りを R（x）とおく。

太郎さんと花子さんは，R（x）の求め方について話している。

太郎：と同じように考えても，余りをうまく求められないね。

花子：X＝ x－�とおいてみるのはどうだろう。

花子さんの提案する方法で，余りを求めてみよう。

X＝ x－�とおく。このとき

xn＝（X＋�）n

である。（X＋�）nを展開すると，Xの項の係数は エ ，定数項は

オ となる。これら以外の項は X２で割り切れるので，（X＋�）nは，あ

る多項式 A（X）を用いて

（X＋�）n＝ A（X）・X２＋ エ X＋ オ

と表すことができる。このことから

R（x）＝ カ x＋ キ

であることがわかる。

� �と 同 様 に 考 え る と，xnを（�x－�）２で 割 っ た と き の 余 り は，

ク x＋ ケ である。
（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４２ ― （２７０４―４２）



エ ～ ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ２n � �
２n

� n・２n � （－ n＋�）・２n

� n・２n－１ � （－ n＋�）・２n－１

	 n
２n 
 － n＋１

２n

� n
２n－１ � － n＋１

２n－１

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４３ ― （２７０４―４３）



第２問 （必答問題）（配点 １５）

同一平面上にある二つの円を考える。二つの円がただ一つの共有点をもつとき，

二つの円は接するという。二つの円が図�のように接するとき，二つの円は外接す

るといい，図�のように接するとき，二つの円は内接するという。

図１　外接 図２　内接
（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４４ ― （２７０４―４４）



実数 sは－�＜ s＜�を満たし，実数 tは t＞�を満たすとする。Oを原点とす

る座標平面において，方程式

x２＋ y２＝�

が表す円を C０，方程式

x２－�sx＋ y２－�ty＋ s２＝� ………………………… 

が表す円を Cとする。

 Cは，中心�� ア ， イ �
�，半径 ウ の円である。また，Cは sや

tの値によらず エ と接している。

ア ～ ウ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 � 
 s２ � t２ � s  �s

� �s � t � �t � �t

エ の解答群

	 x軸 
 y軸

� 直線 y＝ x � 直線 y＝－ x

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。
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― ４５ ― （２７０４―４５）



 Cと C０が接する場合を考える。Cと C０が接したまま実数 sが－�＜ s＜�の

範囲を動くとき，Cの中心が描く図形について考えよう。

� －�＜ s＜�に注意すると，C０と Cは オ していることがわかる。い

ま，C０の半径を r０，Cの半径を rとし，C０の中心と Cの中心との間の距離 d

を r０と rで表すと， d＝ カ となる。したがって，tを sで表すと，

t＝ キ となる。

オ の解答群

� 外 接 � 内 接

カ の解答群

� r＋ r０ � r－ r０ � r０－ r

� r・r０ � r
r０

	 r０
r

キ の解答群

� ４＋ s２

 � ４－ s２


 � �
＋ s２
�

� �
－ s２
� � （�＋ s）２


 	 （�－ s）２



（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４６ ― （２７０４―４６）



� Cの中心が描く図形の概形を実線で表したものは ク である。

ク については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。た

だし，�～�では C０の y＞�の部分をそれぞれ破線で表している。
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（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第２問は次ページに続く。）
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 実数 kは－�＜ k＜�を満たすとする。が表す円のうち，直線 x＝ kと C０

の両方に接する円は二つある。そのうち，中心が不等式 x＜ kの表す領域にある

円を C１，中心が不等式 x＞ kの表す領域にある円を C２とする。

との�を考慮すると，k＝ ケ のとき C１の半径は最大値をとるこ

とがわかる。また，k＝ ケ のとき，C２の中心の座標は

�
� コ � サ － シ ， ス � セ － ソ �

�

である。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ４８ ― （２７０４―４８）



第３問 （必答問題）（配点 ２２）

 関数 F（x）＝ �
�

�

t（ t－�）dtについて考える。

F′（x）＝ x２－ ア x

である。

x＝ イ のとき，F（x）は極大値 ウ をとる。

x＝ エ のとき，F（x）は極小値
オカ

キ
をとる。

 x≧�のとき，関数 G（x）＝ �
�

�

�t（ t－�）�dtのグラフの概形を考えよう。

� t（ t－�）≦�を満たす tの値の範囲は�≦ t≦�であり，t（ t－�）≧�を満

たす tの値の範囲は t≦�，�≦ tである。よって

�≦ t≦�のとき �t（ t－�）�＝ ク

t≦�，�≦ tのとき �t（ t－�）�＝ ケ

である。

ク ， ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� t（ t－�） � t（ t＋�）

� － t（ t－�） � － t（ t＋�）

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５０ ― （２７０４―５０）



� �により，G（x）をの F（x）を用いて表すと

�≦ x≦�のとき

G（x）＝ �
�

�

コ dt＝ サ

�≦ xのとき

G（x）＝ �
�

�

コ dt＋ �
�

�

シ dt＝ ス

である。

コ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� t（ t－�） � t（ t＋�）

� ｛－ t（ t－�）｝ 	 ｛－t（ t＋�）｝

サ ， ス の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� F（x）－ 

� � － F（x）－ 
� � F（x）＋ 


�

	 － F（x）＋ 

� � F（x）－ � � － F（x）－ 

�

� F（x）＋ 
� � － F（x）＋ � � F（x）

� － F（x）

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。
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― ５１ ― （２７０４―５１）



� �により，関数 y＝ G（x）のグラフの概形は セ である。

セ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。
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（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５２ ― （２７０４―５２）



 α，βは α＜ βを満たす定数とする。x≧ αのとき，次の関数 H（x）について考

える。

H（x）＝�
�

�

�（ t－ α）（ t－ β）�dt－ �
�

�

（ t－ α）（ t－ β）dt

H（x）の値が xの値によらず一定となるような xの値の範囲は ソ であ

る。 ソ における H（x）の値は タ に等しい。

ソ の解答群

� α≦ x≦ α＋ β
� � ３α＋ β

� ≦ x≦ α＋３β
�

� α＋ β
� ≦ x≦ β � β≦ x

タ の解答群

� �

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の�倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

	
� 倍


 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－ 	
� 倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－	倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－�倍

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５３ ― （２７０４―５３）



第４問 （必答問題）（配点 １６）

�でない定数 Tがあって，関数 f（x）がすべての実数 xについて

f（x＋ T）＝ f（x） ………………………… 

を満たすとき，f（x）を周期関数と呼ぶ。Tが正の実数のとき，y＝ f（x）のグラフ
は図�のように，Tごとに同じ形を繰り返す。

y
TT T

x
O

図� 周期関数の例

例 え ば，sin x は 周 期 関 数 で あ り，T＝�π，�π，�π，… に 対 し，
sin（x＋ T）＝ sin xが成り立っている。
以下では，すべての実数 xについてを満たす Tのうち，正の実数で最小のも
のを，f（x）の周期と呼ぶ。例えば，sin xの周期は�πである。

 y＝ sin x� のグラフについて考えよう。

すべての実数 xについて，sin x＋ T� ＝ sin x� を満たす Tのうち，正の実数

で最小のものは ア である。よって，sin x� の周期は ア であり，

y＝ sin x� のグラフの概形は イ である。

ア の解答群

� π

� � π

� 	 π 
 �π � �π

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５４ ― （２７０４―５４）



イ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。
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（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第４問は次ページに続く。）
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 f（x）＝ sin x� ＋ cos
x
� とする。

� f（x）が周期関数であるかどうかを調べよう。

sin
x
� ＝－�かつ cos

x
� ＝－�を満たす正の実数 xで最小のものは

ウ であるから，f�� ウ �
	＝－�である。

また，すべての実数 αに対して

f�� ウ ＋ α�	＝ sin
ウ ＋ α
� ＋ cos

ウ ＋ α
� …… 

であり，の右辺に加法定理を用いると

f�� ウ ＋ α�	＝－ cos エ － cos オ

が成り立つことがわかる。

f（x）が αを周期とする周期関数であるならば，すべての実数 xについて

f（x＋ α）＝ f（x） ………………………… 

が成り立つので，xに ウ を代入してもは成り立つ。つまり

－ cos エ － cos オ ＝－� ………………………… 

が成り立つ。この式が満たされるのは

cos エ ＝�かつ cos オ ＝�

のときであるから，を満たす正の実数 αで最小のものは カ である。

また，α＝ カ とすると，すべての実数 xについてが成り立つの

で，f（x）は周期関数であり， カ は f（x）の周期であることがわかる。

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５６ ― （２７０４―５６）



ウ ， カ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� π

� � π � �π � �π

� 	π 
 �π � １２π  ２４π

エ ， オ の解答群（解答の順序は問わない。）

� α

� � α

	 � α

�

� α

� � α 
 �α

� �α  	α � �α

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。
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� g（x）＝ sin x� － cos
x
� とする。

y＝ f（x）と y＝ g（x）のグラフについて考えよう。

y＝ f（x）のグラフと y＝ g（x）のグラフの共有点の x座標は，整数 nを用い

て キ と表され，逆に，すべての整数 nについて， キ は y＝ f（x）

のグラフと y＝ g（x）のグラフの共有点の x座標である。

y＝ f（x）と y＝ g（x）のグラフの概形は ク である。

キ の解答群

� nπ � �nπ � �nπ

� 	nπ 
 �nπ � π

� ＋ nπ

 π

� ＋�nπ � �
� π＋�nπ � �

� π＋�nπ

� �
� π＋�nπ

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ５８ ― （２７０４―５８）



ク については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。た

だし，�～�では，y＝ f（x）のグラフを実線で，y＝ g（x）のグラフを破線で

表し，f（x）の周期を Tで表している。

x

y

O

T

x

y

O

T

x

y

O

T

x

y

O

T

x

y

O

T

「新教育課程履修者」は，選択できません。
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第５問 （選択問題）（配点 １６）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて６５ページの正規分布表を用

いてもよい。

次のように設定されているくじを考える。くじを�回引いて得られる点を得点と

呼ぶ。

くじの設定

中身の見えない箱の中に

０００，００１，００２，…，９９８，９９９

の番号が，それぞれ一つずつ書かれたカードが�枚ずつ合計１０００枚入ってい

る。この箱の中から無作為に�枚のカードを取り出して番号を確認し，その

カードを箱の中に戻す試行を繰り返し行う。このとき，取り出したカードに書

かれた番号によって，以下に示される点が得られるものとする。
● 番号が「７７７」ならば，２０００点
● 番号の下二桁が「２２」ならば，８００点
● 番号の下一桁が「�」ならば，１００点
● 上記以外ならば，�点

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第５問～第７問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６０ ― （２７０４―６０）



 得点を確率変数 Xで表す。このとき，Xのとり得る値は x１＝２０００，x２＝８００，

x３＝１００，x４＝�である。Xの確率分布は次の表で与えられる。

X x１ x２ x３ x４ 計

P p１ p２ p３ p４ �

ここで

p１＝ P（X＝２０００）＝ �
１０００

p２＝ P（X＝８００）＝
ア
１００

p３＝ P（X＝１００）＝ �１０

p４＝ P（X＝�）＝
イウエ
１０００

である。

確率変数 Xの平均（期待値）E（X）は

E（X）＝ x１p１＋ x２p２＋ x３p３＋ x４p４

であるから

E（X）＝ オカ ………………………… 

となる。また，確率変数 Xの分散 V（X）は

V（X）＝｛x１－ E（X）｝２ p１＋｛x２－ E（X）｝２ p２

＋｛x３－ E（X）｝２ p３＋｛x４－ E（X）｝２ p４

であるから

V（X）＝１１０００ ………………………… 

となる。
（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６１ ― （２７０４―６１）



 くじの参加者にはあらかじめ十分な持ち点が与えられている。くじを�回引く

たびに２５点を引かれるとする。�回のくじ引きに対して，得点から２５点を引い

た差を損得点と呼ぶ。

� 損得点を確率変数 Yで表す。Yは，の確率変数 Xを用いて

Y＝ X－ キク

と 表 せ る。 キク ＝ cと お く と，Yの と り 得 る 値 は y１＝ x１－ c，

y２＝ x２－ c，y３＝ x３－ c，y４＝ x４－ cである。Yの確率分布は，の p１，

p２，p３，p４を用いて次の表で与えられる。

Y y１ y２ y３ y４ 計

P p１ p２ p３ p４ �

確率変数 Yの平均（期待値）E（Y）は，の E（X）を用いて

E（Y）＝ ケ

となる。また，確率変数 Yの分散 V（Y）は，の V（X）を用いて

V（Y）＝ コ

となる。

� くじ引きを４００回繰り返すとき，各回の得点を表す確率変数を X１，

X２，…，X４００とする。また

Y１＝ X１－ c，Y２＝ X２－ c，…，Y４００＝ X４００－ c

とすると，Y１，Y２，…，Y４００は母平均 E（Y），母標準偏差�V（Y）の母集団か

ら無作為に抽出した大きさ４００の無作為標本とみなせる。
（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６２ ― （２７０４―６２）



標本の大きさ４００は十分に大きいから，標本平均

Y＝ �
４００（Y１＋ Y２＋…＋ Y４００）

は近似的に正規分布 N��E（Y）， サ �
�に従う。

このことから，くじ引きを４００回 繰 り 返 す と き，損得点の合計
Y１＋ Y２＋…＋ Y４００が�以上となる確率は，とから

P（Y１＋ Y２＋…＋ Y４００≧�）＝ シ

である。ただし， シ の計算においては，�１１０＝１０．５とする。

ケ の解答群

� E（X） 	 E（X）－ c 
 E（X）＋ c

� cE（X） � E（X）
c

コ の解答群

� V（X） 	 V（X）－ c 
 V（X）＋ c
� V（X）－ c２ � V（X）＋ c２

サ の解答群

� �V（Y）
２０ 	 �V（Y）－ c 
 V（Y）

� V（Y）＋ c２ � V（Y）－ c２  V（Y）
４００

� V（Y）－ c２
４００ � V（Y）＋ c２

４００

シ については，最も適当なものを，次の�～のうちから一つ選べ。

� ０．１７ 	 ０．３３ 
 ０．４７
� ０．６８ � ０．８２  ０．９７

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６３ ― （２７０４―６３）



 花子さんがくじを�回引いたところ，得点の合計は１０００点であった。くじを

�回引いて得点の合計が１０００点となる確率は ス である。また，くじを�

回引いて得点の合計が１０００点以上となる確率は０．００３６より小さい。このことか

ら，太郎さんは「くじの設定どおりに行われておらず，で求めた Xの確率分布

と異なるのではないか」と疑問をもった。

くじ引きを n回繰り返すとき，各回の得点を表す確率変数をW１，W２，…，

Wnとし，これらを母平均m，母標準偏差 σの母集団から無作為に抽出した大き

さ nの無作為標本とみなす。太郎さんは，mに対する信頼度９５％の信頼区間を

求めることにした。

くじを４００回引いた結果，得点の平均は１６．７５点，標本の標準偏差は７５点で

あった。一般に，標本の大きさが大きいときには，σの代わりに，標本の標準偏

差を用いてよいことが知られている。標本の大きさ４００は十分に大きいので，母

平均mに対する信頼度９５％の信頼区間は セ である。

以上から，母平均mに対する信頼度９５％の信頼区間は，の E（X）を含ん

でいることが確認できた。

ス の解答群

� ０．０００１ � ０．０００３ � ０．０００５

� ０．００１０ � ０．００２４ � ０．００３０

セ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ６．４６≦m≦２７．０４ � ９．３４≦m≦３０．６６

� ９．４０≦m≦２４．１０ � ９．７１≦m≦３０．２９

� １０．６０≦m≦２２．９０ � １３．８５≦m≦２６．１５

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６４ ― （２７０４―６４）



正 規 分 布 表
y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９
０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９
０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３
０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１
０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７
０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９
０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４
０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９
０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２
０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３
０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９
１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１
１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０
１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５
１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７
１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９
１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１
１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５
１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３
１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６
１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７
２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７
２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７
２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０
２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６
２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６
２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２
２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４
２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４
２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１
２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６
３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０
３．１ ０．４９９０ ０．４９９１ ０．４９９１ ０．４９９１ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９３ ０．４９９３
３．２ ０．４９９３ ０．４９９３ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９５
３．３ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９７
３．４ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９８
３．５ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６５ ― （２７０４―６５）



第６問 （選択問題）（配点 １６）

 数列｛an｝を次の式で定める。

a１＝－�，an＋１＝－
�
� an （n＝�，�，�，…）

このとき，｛an｝の一般項は an＝ アイ��
ウエ

オ
�
�
n－１

である。

nが奇数であれば an カ 	が成り立つ。また，nが偶数であれば

an キ 	が成り立つ。

カ ， キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）


 ＜ � ＝ � ＞

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第６問は次ページに続く。）

第５問～第７問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６６ ― （２７０４―６６）



 数列｛bn｝を次の式で定める。

b１＝－�，bn＋１＝－
�
� bn－� （n＝�，�，�，…）

このとき

bn＋１＋ ク ＝－ ��
�
�bn＋ ク �

	（n＝�，�，�，…）

が成り立つ。したがって，｛bn｝の一般項は

bn＝ ケ ��
コサ

シ
�
	
n－１

－ ス

である。

すべての自然数 nについて��
コサ

シ
�
	
n－１

≦ Aが成り立つような最小の実数

Aは，A＝ セ である。

以上のことから，数列｛bn｝に関する記述として，次の
～�のうち，正しい

ものは ソ である。

ソ の解答群


 すべての自然数 nについて bn＜�が成り立つ。

 すべての自然数 nについて bn＞�が成り立つ。

� bk＜�となる自然数 kがあり，b l＞�となる自然数 lもある。

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第６問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６７ ― （２７０４―６７）



 αを実数とする。数列｛cn｝を次の式で定める。
c１＝ α，

cn＋１＝－
�
� cn

２＋� （n＝�，�，�，…） …………………… 

花子さんと太郎さんは，数列｛cn｝について話している。

花子：一般項 cnを求めてみようか。

太郎：一般項を式で表すのは難しそうだから，α と nをいろいろ変えてみ

て，cnの具体的な値を調べてみよう。

花子：コンピュータでたくさん計算してみたけれど，－�≦ cn≦�が成り

立つことが多いね。

太郎：－�≦ ck≦�が成り立つと，－�≦ ck＋１≦�も成り立つように見え

るね。

� 太郎さんは，次の命題１が真であることを証明しようと考えた。

命題１ kを 自 然 数 と す る。－�≦ ck≦�が 成 り 立 つ な ら ば，

－�≦ ck＋１≦�が成り立つ。

数列｛cn｝はを満たすので，次が成り立つ。
● すべての自然数 kについて，ck＋１≦�は， タ 。

● すべての自然数 kについて，－�≦ ck＋１は， チ 。

したがって，命題１は真である。また，命題１を用いると，数学的帰納法に

より次の命題２が真であることがわかる。

命題２ －�≦ α≦�ならば，すべての自然数 nについて－�≦ cn≦�

が成り立つ。

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第６問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６８ ― （２７０４―６８）



タ ， チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ckの値によらず成り立つ

� ckの値によらず成り立たない

� ck≦�ならば成り立ち，�＜ ckならば成り立たない

� －�≦ ckならば成り立ち，ck＜－�ならば成り立たない

� －�≦ ck≦�ならば成り立ち，ck＜－�または�＜ ckならば成り

立たない

� 表	は，コンピュータによる計算結果の一部をまとめたものである。ただ
し，c４の値は小数第�位を四捨五入したものである。

表 	

c１ c２ c３ c４

α＝	 	 ３．５ －２．１２５ １．７４２

α＝
 
 －８．５ －３２．１２５ －５１２．００８

αを変えて得られる数列｛cn｝に関する次の命題�，�，について，真偽

の組合せとして正しいものは ツ である。

� α＞�ならば，すべての自然数 nについて cn＞�が成り立つ。
� α≦�ならば，すべての自然数 nについて cn≦�が成り立つ。
 α＜�ならば，すべての自然数 nについて cn＜�が成り立つ。

ツ の解答群

� � � � � � � �

� 真 真 真 真 偽 偽 偽 偽

� 真 真 偽 偽 真 真 偽 偽

 真 偽 真 偽 真 偽 真 偽

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ６９ ― （２７０４―６９）



� � �

�

�

�

第７問 （選択問題）（配点 １６）

Oを原点とする座標空間に，�点 A（�，－�，�），B（�，�，�）がある。Mを

空間内の点とし，点Mを通り，直線 OBと平行な直線を lとする。直線 OAと

直線 lが交わるかどうかを考えよう。
��
OA＝ a，��OB＝ b，��OM＝mとおく。

 空間の�直線が交わることについて，ベクトルを用いて考えてみよう。

� 点 Pが直線 OA上にあるとき
��
OP＝ s a

を満たす実数 sがある。

点 Qが直線 l上にあるとき，��MQ＝ t bを満たす実数 tがあり
��
OQ＝ ア

となる。

したがって

s a＝ ア ………………………… 

を満たす実数 s，tがあることは，直線 OAと直線 lが交わるための必要十分

条件である。

� � � � � �

� � � � � �

ア の解答群

� b＋ t m 	 b－ t m 
 － b＋ t m

� m＋ t b � m－ t b  －m＋ t b

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第７問は次ページに続く。）

第５問～第７問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ７０ ― （２７０４―７０）



�

�

� m＝（�，�，�）とする。を満たす実数 s，tがあると仮定すると，次が成

り立つ。

（�，－�s，s）＝�	 イ ， ウ ， エ 

�…………… 

の両辺の x成分と y成分がそれぞれ一致するので，s＝ オカ ，

t＝ キク である。このときの両辺の z成分も一致する。したがって，

直線 OAと直線 lは交わり，交点の座標は，�	 ケ ， コ ， サシ 

�

となる。

� m＝（�，�，－�）とする。を満たす実数 s，tがあると仮定すると，次

が成り立つ。

（�，－�s，s）＝�	 イ ， ウ ， ス 

�…………… 

の両辺の x成分と y成分がそれぞれ一致するので，s＝ オカ ，

t＝ キク である。しかし，このときの両辺の z成分は一致しないので，

が成り立つことに矛盾する。したがって，直線 OAと直線 lは交わらない。

イ ～ エ ， ス の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

 � � � � �

� �＋ t � �－ t � �＋�t

� �－�t � －�＋�t � －�－�t

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第７問は次ページに続く。）

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ７１ ― （２７０４―７１）



�

� �

� � � �

�

� � �

� � � �

� � �

 直線 OAと直線 lが交わるためのmの条件について考えよう。

e＝（�，�，�）とする。Mが空間内のどのような点であっても，mは，実数

α，β，γを用いて

m＝ α a＋ β b＋ γ e ………………………… 

の形でただ一通りに表すことができる。

� m＝（�，�，�）とする。の	より，s＝ オカ ，t＝ キク のとき

s，tはを 満 た す。し た が っ て，を 満 た す 実 数 α，β，γ は，

α＝ セソ ，β＝ タ ，γ＝ チ である。

	 m＝（�，�，－�）とする。m＝（�，�，�）－ ツテ eより，を満たす

実数 α，β，γ は，α＝ セソ ，β＝ タ ，γ＝ トナニ である。


 直線 OAと直線 lが交わるとき，を満たす実数 s，tがあるので，

m＝ ヌ a＋ ネ bとなる。したがって，mをの形で表すとき，

γ＝�である。

逆に，γ＝�であるとき，直線 OAと直線 lが交わることが確かめられる。

以上のことから

実数 α，β を用いてm＝ α a＋ β bと表せる

ことは，直線 OAと直線 lが交わるための必要十分条件である。

ヌ ， ネ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� s � （－ s）  t � （－ t）

� （ s＋ t） � （ s－ t） � （－ s＋ t） � （－ s－ t）

（旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ第７問は次ページに続く。）

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ７２ ― （２７０４―７２）



� � � �

� �

� �

� � �

� � �

 c＝（�，�，�），d＝（�，�，－�）とおく。の�と�から，m＝ cのと

き，直線 OAと直線 lは交わるが，m＝ dのときは，直線 OAと直線 lは交わ

らない。を利用すると，次のことがわかる。

� m＝１３cのとき，直線 OAと直線 lは ノ 。

	 m＝ b＋
dのとき，直線 OAと直線 lは ハ 。

� m＝�a－１１dのとき，直線 OAと直線 lは ヒ 。

ノ ～ ヒ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

 交わる � 交わらない

「新教育課程履修者」は，選択できません。

旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ

― ７３ ― （２７０４―７３）




